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内容の要旨及び審査の結果の要旨
燃えつき症に関する従来の方法論的分析では，燃えつき症発生の心理生理的機序を追求することは不可
能であった。そこで本研究では，その心理生理的機序を解明するために，一般企業従事者368名を対象に，
燃えつき症の３つの指標である感情的枯渇尺度（皿)，離人度尺度（ＤＰ)，仕事の達成感尺度（ＰＡ）を
含め，絵画統覚検査（PIT）によって得られる達成動機（ＭＡ）およびストレス認知（CAS）などの社会
的，心理・精神的，身体的指標の間の構造的関連を分析した。さらに企業従事者42名を対象に，定期健康
診断項目と生活習慣調査に加え，ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞活性およびＮＫ細胞サブセットを調べ，
燃えつき症と細胞性免疫機能との関係を明らかにすることを試み，以下の結果を得た。
Ｌ全体の指標に対する因子分析の結果から，ＥＥ，ＤＰ，ＭＡ，CASなどが正の方向に，ＰＡが負の方向
に因子１が認められた。したがって，個々の相関関係を排除しても，燃えつき症と，社会的，心理・精
神的および身体的因子との間に構造的な関係が成り立つことが示された。
２．正準相関分析では燃えつき症の各指標を他の指標と並立に置かず，対立するモデルに仕立てることに
より，第２成分として職位が抽出され，職位が高い方向にEEとＰＡが認められた。この結果から，職位
が高い人には，ＰＡが高いにもかかわらず，ＥＥも高い場合が多いことが窺い知れた。
３．CASと燃えつき症全般との正の相関関係は大きく，ＭＡに対するＤＰおよびＰＡとのそれは小さかった。
この結果は，ＰＩＴによるCASの値を燃えつき症の各指標と併せて評価することによって，燃えつき症状
をさらによりよい精度・感度でもって診断できることを示している。
４．ＥＥの高い人では，CASとγ-GTPが高く，またＤＰの高い人ではＭＡ，CASが高いことが認められた。
またＤＰの高い人ではＮＫ細胞活性およびCD57℃Ｄ16+のリンパ球に占める割合が低かった。したがっ
て，燃えつき症は仕事におけるストレスを通じて生じるが，それは細胞性免疫の低下をもたらすことが
示唆された。
以上，本研究は燃えつき症の心理生理的機序を，多数の社会的，心理・精神的および身体的因子との間
の構造的な関係でもって示したばかりでなく，細胞性免疫機能異常との関連を指摘したものであり，労働
衛生，特に産業精神保健領域に寄与する貴重な労作として評価された。
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